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物価の高騰から市民の暮らしと営業を守る対策強化を求める第２次緊急申し入れ（6月6日）　記事は2ページ

痴漢ゼロ宣伝（5月12日）
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「物価の高騰から市民の暮らしと営業を守る対策強化を求める第２次緊急申し入れ」の主な内容
◆国に対して
•食料品非課税を含め、消費税の減税
•地方創生臨時交付金等の財源措置の拡充
• 新型コロナ感染症特別貸付の返済繰り延べや融資の借り
換えに対する金融支援

•事業復活支援金の更なる延長
•緊急小口資金、総合支援資金等の申請期間の延長

◆京都市独自に実施を
• 事業者の実態把握と各区役所に事業者向けの相談窓口の
設置

•中小・小規模事業者への直接給付、固定費補助
• ウッドショック以降も、価格上昇を続けている建築部材
への補助

•国民健康保険料の値上げを中止すること

市政トピックス
Topics

市政トピックス
Topics 物価高騰から市民の暮らしと営業を守れ！75歳以上の医療費 窓口２割負担の中止を!!

党議員団、２度にわたって緊急申し入れ自民・公明・民フ・維新・京都・立憲・無所属が意見書否決

――――― 物価高騰の影響（議員団聞き取り調査から） ―――――
　
物
価
・
原
油
高
騰
の
深
刻
な
影
響
が
市
民
生
活
と
中
小
事
業
者
に

広
が
っ
て
い
る
も
と
で
、
党
議
員
団
は
、
１
０
０
人
を
超
え
る
事
業

者
か
ら
直
接
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
声
を
も
と
に
、
京
都

市
に
対
し
て
、
６
月
６
日
、
第
２
次
（
第
１
次
５
月
２
日
）
の
申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　コロナで、外出が減っ
て「服を買おう」とはなら
ない。展示会もできず。
　縫製工場は次々に海
外へ、国内も次々つぶれ
て大手が一つという状況
に。日本のモノづくりが
壊れている。 

アパレル関係

　ブロック、セメント、
砂、いずれもメーカーの
単価上がっている。 
　塩ビパイプは２か月
ごとに値上げ。 

建　設 　ガス代、燃料費の値
上げ痛い。包材・乾燥
剤・シールすべて値上
げ。販売店に少し値上
げをお願いした。引き続
きの値上げは厳しい。
人件費もさらに厳しい。 

食品製造

　ボイラーなど石油系
燃料を使っているが、
３～10％の値上げ。 
　外出が減り需要も減。
病院が得意先だったが、
間に入っていた大手クリ
ーニング店が下請けを切
って打撃。 

クリーニング

５月市会での意見書の採択結果

（注） 自民＝自由民主党京都市会議員団　　　　　　　　共産＝日本共産党京都市会議員団　　　公明＝公明党京都市会議員団　　　維新＝日本維新の会京都市会議員団
民フ＝民主・市民フォーラム京都市会議員団　　　京都＝地域政党京都党市会議員団　　　立民＝立憲民主党京都市会議員団
無所属１＝小山田春樹議員　　　　　　　　　　　無所属２＝豊田恵美議員　　　　　　　無所属３＝森川央議員

件　名 審議結果 自
民
共
産
公
明
維
新
民
フ
京
都
立
民

無
所
属
１

無
所
属
２

無
所
属
３

提出会派等

金融所得課税の検討を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 × 自民、共産、公明、民フ、立民、
無所属1、無所属2

地方公共団体情報システムの標準化に向けての意見書の提出について 可決 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、民フ、立民、
無所属1、無所属2、無所属3

環境教育の推進及びカーボンニュートラル達成に向けた学校施設のZEB化の更なる推進を
求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、

無所属1、無所属2、無所属3

75歳以上の高齢者の医療費窓口２割負担の撤回を求める意見書の提出について 否決 × 〇 × × × × × × × × 共産

○×は議案に対する各会派の態度。
○＝賛成、×＝反対

５月市会での請願審査の結果　○＝賛成、×＝反対

件名 結果 自民 共産 公明 維新 民フ 京都 立民 無所属1 無所属2 無所属3

ひと・まち交流館京都の会議室有料化に伴う制度不備の是正 不採択 × ○ × × × × × × × ×

学生への定期的なPCR検査の実施等 不採択 × ○ × × × × × × × ×

生活保護世帯等に対する現金給付の実施 不採択 × ○ × × × × × × × ×

　
赤
阪
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
、
年
金
の
切
り

下
げ
や
負
担
増
、
物
価
高
騰
が
高
齢
者
の
生
活
を
直

撃
し
て
お
り
、
医
療
費
負
担
２
倍
化
中
止
を
求
め
る

国
会
請
願
署
名
が
64
万
３
０
３
９
人
分
に
な
っ
た
と

述
べ
ま
し
た
。
２
割
負
担
に
な
る
年
収
は
、
単
身
世

帯
２
０
０
万
円
以
上
、
夫
婦
世
帯
３
２
０
万
円
以
上

で
、
約
３
７
０
万
人
が
対
象
に
な
り
、
政
府
試
算
で

も
年
１
０
５
０
億
円
の
受
診
抑
制
を
招
く
と
し
て
い

ま
す
。

　
過
去
の
窓
口
負
担
増
で
、
受
診
率
が
抑
え
込
ま
れ
、

糖
尿
病
患
者
な
ど
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
た
こ
と
を

示
し
た
上
で
、
若
年
層
の
負
担
軽
減
に
も
効
果
が
な

い
と
指
摘
し
ま
し
た
。
国
の
責
任
を
大
後
退
さ
せ
る

こ
と
に
全
く
道
理
は
な
い
と
強
調
し
、
国
庫
負
担
を

元
に
戻
す
こ
と
が
な
に
よ
り
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ば
く
大
な
利
益
を
上
げ
て
い
る
大

企
業
や
富
裕
層
に
応
分
の
負
担
を
求
め
、
全
世
代
の

社
会
保
障
を
拡
充
す
る
改
革
に
こ
そ
道
を
開
く
時
、

い
の
ち
を
守
る
社
会
保
障
こ
そ
最
優
先
す
べ
き
と
強

調
し
ま
し
た
。 赤

阪
仁
議
員
が
、意
見
書
の

採
択
を
求
め
討
論
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市政トピックス
Topics ヘルスピア 21（健康増進センター）廃止許さない！「行財政改革計画」の具体化

公的責任・公的役割の投げ捨て

　
ほ
り
信
子
議
員
は
、
市
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

（
ヘ
ル
ス
ピ
ア
）
を
来
年
３
月
に
廃
止
す
る
条
例
の

　
井
上
議
員
は
、
ま
ず
、
存
続
を
求
め
る
署
名
が

４
９
０
０
筆
余
り
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
と
も

に
、
利
用
者
の
切
実
な
声
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
高

齢
者
に
と
っ
て
安
価
な
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
施

設
」「
利
用
者
一
人
一
人
に
適
し
た
指
導
や
、
年
齢

や
体
力
に
応
じ
た
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で

実
践
」「
医
療
費
や
介
護
費
用
の
削
減
、
健
康
寿
命

の
拡
充
に
も
大
き
な
効
果
」「
近
隣
施
設
で
は
、
会

費
は
カ
ー
ド
で
の
引
き
落
と
し
、
予
約
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で

等
、
高
齢
者
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」
等
々
。

　
廃
止
に
反
対
す
る
理
由
の
第
１
に
、「
1₀
年
間
で

16
億
円
の
改
修
費
用
」
と
の
説
明
に
つ
い
て
、
こ
の

費
用
に
は
ヘ
ル
ス
ピ
ア
だ
け
で
な
く
建
物
一
階
の
福

祉
事
務
所
等
も
含
ま
れ
て
お
り
過
大
見
積
も
り
だ
と

指
摘
。
本
質
は
「
費
用
の
問
題
」
で
は
な
く
、
公
的

施
設
と
し
て
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
の
市
長
の
認

識
が
浅
い
こ
と
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
２
に
、「
近
隣
に
類
似
施
設
が
増
え
て
い
る
」

と
の
説
明
に
つ
い
て
、
民
間
施
設
は
住
民
福
祉
向
上

を
直
接
的
な
目
的
と
は
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
民
間
施

設
が
あ
る
か
ら
公
の
施
設
を
廃
止
し
て
も
構
わ
な
い

と
い
う
考
え
方
は
、
住
民
福
祉
増
進
を
目
的
と
す
る

公
の
施
設
の
設
置
、
運
営
と
い
う
自
治
体
の
役
割
を

自
ら
放
棄
す
る
も
の
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
第
３
に
、
京
都
市
全
体
の
施
設
保
有
総
量
を
減
ら

す
方
針
の
具
体
化
で
あ
る
と
指
摘
。
ヘ
ル
ス
ピ
ア
に

つ
い
て
も
施
設
全
体
の
運
営
費
と
利
用
料
と
の
差
額

を
「
他
の
市
民
の
税
金
で
負
担
し
て
い
る
だ
け
」
と

の
理
由
付
け
で
は
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
、
こ
れ
で

は
１
０
０
％
利
用
料
で
賄
う
施
設
し
か
残
ら
ず
、
公

の
施
設
の
意
義
は
消
え
失
せ
て
し
ま
う
と
厳
し
く
批

判
し
ま
し
た
。

　
第
４
に
、
２
０
２
５
年
度
末
迄
の
指
定
期
間
を
途

中
で
打
ち
切
る
こ
と
は
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者

に
対
し
て
も
背
信
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
廃
止
方
針
発
表
後
、
わ
ず
か
２
か
月
で
の
条
例
提

案
は
あ
ま
り
に
も
拙
速
過
ぎ
、
市
民
的
な
議
論
の
時

間
も
保
障
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
到
底
認
め
ら
れ
な
い

と
強
調
し
ま
し
た
。

「
あ
ま
り
に
も
拙
速
」　
「
継
続
審
査
」す
べ
き

 

ほ
り
信
子
議
員
が
動
議
を
提
出

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
ヘ
ル
ス
ピ
ア
21
の
存
続
を

 

井
上
け
ん
じ
議
員
が
反
対
討
論

制
定
に
つ
い
て
、「
継
続
審
査
と
す
べ
き
」
と
の

「
動
議
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
今
年
３
月
、
市
が
廃

止
を
提
案
し
た
こ
と
に
対
し
、
４
月
に
「
廃
止
撤

回
」
の
請
願
が
署
名
と
と
も
に
提
出
さ
れ
た
ば
か
り

で
あ
り
、「
あ
ま
り
に
も
拙
速
」、
請
願
者
に
対
し
、

「
不
誠
実
」
と
強
く
批
判
。
安
価
な
料
金
で
利
用
で

き
、
障
害
者
へ
丁
寧
な
対
応
を
し
て
く
れ
る
施
設
で

あ
る
こ
と
、
16
億
円
の
改
修
費
の
妥
当
性
問
題
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
は
、
約
12
万
人
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

  

ヘ
ル
ス
ピ
ア
21
と
は

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
年
齢
、
体
力
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り

が
行
え
る
施
設
と
し
て
、
プ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
健
康
教

室
や
診
療
所
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
一
般
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
よ

う
な
会
員
制
で
な
く
、
誰
も
が
低
廉
な
料
金
で
利
用
で
き
る
施
設
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
で
も
、
令
和
２
年
度
に
は
年
間
６
万
人
が
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
年
間
12
万
人
も
利
用
し
て
い
ま
す
。
２
年
前
に

は
４
０
０
０
万
円
を
か
け
て
プ
ー
ル
天
井
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
ば

か
り
で
す
。

　
存
続
を
求
め
る
請
願
署
名
が
３
２
０
０
筆
、
市
長
宛
の
署
名
が
１

７
０
０
筆
、
短
期
間
で
計
４
９
０
０
筆
以
上
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

 京都市が説明する 
 廃止の理由とは 

民間を中心に
類似の施設ができたから…

　２km圏内に６つの施設が
ありますが、ヘルスピアの
ように非会員制、都度利用
可、低廉な料金で利用でき
る施設は存在しません。そ
の上、健康運動指導士のア
ドバイスなどを受けながら、
誰もが気軽に、自分に合っ
た運動を楽しむことができ
るところはありません。

本
当
は

今後₁₀年以内に
₁6億円以上の

大規模改修が必要!?

　10年で16億、この費用に
は建物１階の福祉事務所の
フロアなどヘルスピアとは
別の施設部分も含まれてい
ることが明らかに。施設が
果たしている役割、市民の
健康増進と介護予防に対す
る公的な役割を軽視するも
のです。

本
当
は
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西野 さち子 議員

西野さち子議員は、５月23日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

　
西
野
さ
ち
子
議
員
は
、
冒
頭
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
哀
悼
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
に
対
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
の
即
時
撤
退
を
強
く
求
め
、「
今
こ
そ
憲
法
９

条
を
生
か
し
た
外
交
を
」
と
述
べ
ま
し
た
。

保
健
所
削
減
の
影
響
は
大

職
員
削
減
方
針
は
見
直
す
べ
き

　
西
野
議
員
は
、
京
都
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者

数
、
死
亡
者
数
が
全
国
的
に
も
多
く
、「
そ
の

要
因
は
保
健
所
の
削
減
に
あ
る
」
と
指
摘
。
保

育
所
や
学
校
等
で
の
疫
学
調
査
を
現
場
任
せ
に

し
た
経
過
も
示
し
保
健
所
体
制
の
強
化
を
求
め

ま
し
た
。
市
長
は
「
死
者
が
多
い
の
は
、
高
齢

者
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
や
基
礎
疾
患
の

悪
化
が
原
因
。（
保
健
所
の
）
集
約
化
が
要
因

で
は
な
い
」
と
反
省
も
な
く
、
責
任
逃
れ
に
終

始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
期
化
す
る
非
常
時
の
職
員
応
援
体

制
の
結
果
、
コ
ロ
ナ
対
応
以
外
の
通
常
業
務
で

市
民
生
活
に
影
響
が
出
て
い
る
事
例
を
示
し
、

市
長
就
任
以
来
、
約
３
８
０
０
人
も
職
員
を
削

減
し
た
こ
と
を
批
判
。「
こ
れ
ま
で
の
失
敗
を

認
め
、
保
健
所
を
元
に
戻
し
職
員
の
増
員
を
」

と
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
「
他
都
市
平
均
を
上

回
る
職
員
数
の
削
減
が
急
務
」
と
答
弁
。

　
西
野
議
員
は
「
反
省
も
な
く
市
民
生
活
を
顧

み
な
い
答
弁
だ
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

所
得
税
法
56
条
の
見
直
し
を

国
に
求
め
よ

　
所
得
税
法
第
56
条
が
、
個
人
事
業
者
の
経
営

を
圧
迫
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
逆
行
し
て
お

り
、
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
見
直
し
を
求
め

る
流
れ
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
財
政

担
当
局
長
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
等
か

ら
制
度
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
と
の
議
論
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
青
色
申
告
す

れ
ば
家
族
労
働
を
経
費
に
算
入
で
き
、
現
時
点

で
早
急
に
国
に
廃
止
を
求
め
る
考
え
は
な
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
中
止
を

　
北
陸
新
幹
線
延
伸
は
４
月
の
府
知
事
選
挙
で

も
大
き
な
争
点
に
な
り
、
西
野
議
員
は
、「
否

定
派
が
６
割
に
増
え
、
肯
定
派
が
３
割
に
減
っ

て
い
る
。
地
下
水
の
影
響
や
膨
大
な
建
設
残
土

の
最
終
処
分
先
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
以
上
、

工
事
は
始
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
質

し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
北
陸
新
幹
線
は
国
の
長
期
的

展
望
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
大
変
重
要
」

と
答
弁
。「
自
然
環
境
や
生
活
環
境
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
必
要
な
調

査
を
行
う
」
と
述
べ
た
上
で
、「
影
響
が
可
能

な
限
り
回
避
・
低
減
さ
れ
る
よ
う
意
見
書
を
提

出
」「
地
下
水
、
発
生
土
砂
に
つ
い
て
も
、
適

切
な
予
測
を
求
め
て
き
た
」
と
述
べ
る
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

国
の
新
法
を
活
か
し
、

京
都
市
土
砂
条
例
の
改
正
強
化
を

　
西
野
議
員
は
、
国
に
お
い
て
、
大
規
模
盛
土

規
制
法
が
成
立
し
、
建
設
発
生
土
の
一
時
的
な

仮
置
き
場
も
許
可
対
象
と
な
り
、
危
険
な
盛
土

に
つ
い
て
は
法
改
正
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
規
制

す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
ま
た
、
伏

見
区
大
岩
山
、
北
区
鷹
峯
、
北
区
杉
阪
、
右
京

区
京
北
等
、
盛
土
に
よ
る
深
刻
な
事
例
を
示
し
、

改
正
法
に
合
わ
せ
た
条
例
の
規
制
強
化
を
求
め

ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
本
市
土
砂
条
例
は
、
府
条
例

と
の
整
合
を
図
り
、
面
積
要
件
も
同
じ
で

あ
り
、
現
時
点
で
改
正
す
る
考
え
は
な
い
」

「
一
方
、
国
に
お
い
て
危
険
な
盛
り
土
に
対
す

る
新
た
制
度
が
成
立
し
た
。
今
後
示
さ
れ
る
政

令
等
を
踏
ま
え
て
新
た
な
法
制
度
を
最
大
限
活

か
し
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
べ
く
万
全

を
期
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。�

森
林
育
成
へ
盛
り
土
規
制
強
化
を

　
西
野
議
員
は
、
建
設
残
土
が
森
林
育
成
に
も

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
地
域
の
実
態
を
示
し
、

森
林
育
成
に
重
点
を
置
き
、
盛
り
土
規
制
の
強

化
に
も
つ
な
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
副
市
長

は
、「
健
全
な
森
林
育
成
は
一
層
重
要
。
盛
り

土
工
事
を
含
む
森
林
の
開
発
に
対
し
て
、
関
係

法
令
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
等
緊
密
な
庁

内
連
携
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
伐
採
地
の
放

置
や
残
土
置
き
場
へ
の
無
断
転
用
等
が
な
い
よ

う
、
状
況
報
告
等
新
た
に
課
し
た
。
今
般
の
盛

り
土
規
制
に
関
わ
る
国
の
動
向
に
注
視
し
、
府

と
も
連
携
し
て
健
全
な
森
林
育
成
に
努
め
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

違
法
な
北
山
エ
リ
ア
開
発
は

許
さ
れ
な
い

　
府
が
進
め
る
植
物
園
を
含
む
北
山
エ
リ
ア
開

発
計
画
に
つ
い
て
、
歴
代
園
長
な
ど
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
多
く
の
懸
念
の
声
も
紹
介
し
、
知
事

選
で
も
争
点
と
な
っ
た
と
指
摘
。
市
長
が
言
う

「
広
く
府
民
・
市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
」
計

画
の
虚
構
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
、
計
画
に

あ
る
ア
リ
ー
ナ
の
観
覧
場
や
宿
泊
施
設
が
、
同

エ
リ
ア
内
で
は
違
法
で
あ
る
と
指
摘
し
、
開
発

計
画
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
府
の
北
山
エ
リ
ア
整
備
基
本
計

画
は
、
本
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

整
合
」「
適
正
な
法
的
枠
組
み
が
備
え
ら
れ
て

お
り
『
違
法
』
と
断
定
す
る
の
は
誤
り
」
と
答

弁
し
、
さ
ら
に
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
改

定
・
充
実
を
考
え
て
い
る
」
と
ま
で
述
べ
ま
し
た
。

桃
山
南
地
域
な
ど

公
共
交
通
不
便
地
域
の
解
消
を

　
最
後
に
西
野
議
員
は
、
陸
の
孤
島
と
も
言
え

る
状
況
の
桃
山
南
地
域
の
公
共
交
通
不
便
地
域

の
解
消
を
求
め
ま
し
た
。

今
こ
そ
憲
法
９
条
を
生
か
し
た
外
交
を

保
健
所
体
制
の
充
実
と
職
員
削
減
の
中
止
を
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平井 良人 議員

「
行
財
政
改
革
計
画
」

福
祉
切
り
捨
て
撤
回
へ

　
平
井
良
人
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん
で

い
る
市
民
の
生
活
を
支
援
す
る
の
が
自
治
体
の

仕
事
だ
と
指
摘
し
、「
行
財
政
改
革
計
画
」
は

撤
回
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。
国
保
料
や
敬

老
乗
車
証
な
ど
の
負
担
金
、
公
共
施
設
使
用

料
・
利
用
料
、
手
数
料
の
値
上
げ
な
ど
総
額
26

億
円
の
問
題
を
指
摘
。
ヘ
ル
ス
ピ
ア
21
の
廃
止

は
、
唯
一
無
二
の
公
共
施
設
の
廃
止
で
、
こ
れ

ら
の
改
悪
が
市
民
活
動
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
は

明
ら
か
だ
と
質
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
一
般
財

源
収
入
が
当
初
予
算
よ
り
も
２
０
０
億
円
上
回

る
な
ど
「
行
財
政
改
革
計
画
」
の
前
提
が
崩
れ

て
お
り
、
財
政
難
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
市
民
負
担

増
と
サ
ー
ビ
ス
カ
ッ
ト
を
続
け
る
一
方
で
、
北

陸
新
幹
線
延
伸
計
画
な
ど
大
型
事
業
を
推
進
す

る
姿
勢
を
改
め
る
べ
き
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
増
収
は
一
時
的
な
も
の
で
行
財

政
改
革
が
必
要
」
と
強
弁
、「
北
陸
新
幹
線
延

伸
は
推
進
す
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
民
間
保
育
園
補
助
金
カ
ッ
ト
で
混
乱
す
る
保

育
園
の
声
を
紹
介
し
、
こ
れ
ま
で
「
全
体
と
し

て
給
与
水
準
を
維
持
・
充
実
す
る
」
と
し
て
き

た
が
、
維
持
も
充
実
も
ま
っ
た
く
で
き
な
い
こ

と
を
厳
し
く
指
摘
し
、
補
助
金
削
減
は
た
だ
ち

に
撤
回
す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
長
は
、「
全
体
と

し
て
保
育
水
準
の
維
持
・
充
実
が
可
能
な
制
度

と
な
っ
て
い
る
」
と
、
現
場
の
声
を
無
視
す
る

姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

事
業
者
支
援
の
拡
充
を

　
平
井
議
員
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
コ

ロ
ナ
禍
、
原
材
料
・
原
油
高
騰
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

危
機
で
更
な
る
苦
境
を
迎
え
て
い
る
と
指
摘
。

議
員
団
が
行
っ
た
商
店
街
や
事
業
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
示
し
、
直
接
給
付
、
固
定
費
補
助

制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
る
格
差
と
貧
困
が
広
が
り
、
消
費

税
増
税
で
消
費
不
況
を
招
い
た
と
指
摘
。
こ
の

間
消
費
税
を
減
税
し
た
国
々
は
世
界
で
85
ヵ
国

（
４
月
24
日
時
点
）
に
な
っ
た
と
パ
ネ
ル
で
紹

介
し
、
市
長
に
「
事
業
者
を
守
る
」
と
言
う
の

な
ら
、
国
に
消
費
税
減
税
と
小
規
模
事
業
者
を

淘
汰
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
中
止
す
る
よ
う

求
め
る
べ
き
と
追
及
し
ま
し
た
。
政
策
金
融
公

庫
コ
ロ
ナ
特
別
貸
付
返
済
が
始
ま
る
が
、
経
済

状
況
の
回
復
ま
で
は
返
済
繰
り
延
べ
を
し
、
保

証
料
・
利
子
補
給
を
国
に
求
め
る
こ
と
、
国
の

措
置
が
で
き
る
ま
で
は
市
独
自
施
策
を
打
ち
出

す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
厳
し
い
状
況
は
認
め
つ
つ
も
、

「
直
接
給
付
・
利
子
補
給
・
消
費
税
・
イ
ン
ボ

イ
ス
等
は
国
に
お
い
て
措
置
さ
れ
る
べ
き
も

の
」
と
冷
た
い
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

労
働
者
・
若
者
・
学
生
支
援
を

　
平
井
議
員
は
、
読
売
新
聞
の
調
査
か
ら
「
経

済
格
差
が
深
刻
と
と
ら
え
て
い
る
方
は
88
％
に

も
上
る
」
こ
と
を
紹
介
。
職
業
や
雇
用
形
態
に

よ
る
格
差
が
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、

労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
を
国
に
求
め
よ
と

迫
り
ま
し
た
。

　
産
業
・
文
化
融
合
戦
略
監
は
、「
不
本
意
の

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
正
社
員
転
換
、
待
遇
改

善
や
、
不
安
定
な
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
行

政
、
経
済
団
体
、
労
働
界
の
オ
ー
ル
京
都
で
要

望
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

知
事
選
挙
で
も
焦
点
と
な
っ
た
公
契
約
基
本
条

例
に
つ
い
て
、
賃
金
規
定
を
加
え
る
べ
き
と
質

し
ま
し
た
が
、
財
政
担
当
局
長
は
、「
賃
金
条

項
に
つ
い
て
意
見
聴
取
し
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
。

賃
金
は
労
使
間
の
契
約
で
定
め
ら
れ
る
べ
き
も

の
」
と
従
来
通
り
の
冷
た
い
答
弁
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。

　
政
府
の
「
教
育
未
来
創
造
会
議
」
で
は
、
授

業
料
を
国
が
肩
代
わ
り
し
、
就
職
後
一
定
の
年

収
に
達
し
た
と
き
に
返
済
す
る
「
出
世
払
い
」

方
式
創
設
の
動
き
が
あ
る
が
、
奨
学
金
制
度
は

給
付
型
の
支
給
月
額
の
引
き
上
げ
、
対
象
範
囲

の
拡
充
な
ど
行
う
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
学
費
を
半
額
に
す
る
こ
と
、
修
学
支
援
に
つ

い
て
も
理
系
や
多
子
世
帯
に
限
定
せ
ず
広
く
支

援
す
べ
き
で
、
国
に
対
し
て
制
度
の
拡
充
を
求

め
る
べ
き
と
質
し
、
市
独
自
の
給
付
型
奨
学
金

制
度
の
創
設
を
迫
り
ま
し
た
。

　
総
合
企
画
局
長
は
、「
京
都
で
学
ぶ
約
15
万

人
の
学
生
の
４
分
の
３
が
府
外
か
ら
」
を
理
由

に
、
市
独
自
の
制
度
創
設
は
拒
否
し
ま
し
た
。

交
通
局
財
政・値
上
げ
ス
ト
ッ
プ
へ

　
コ
ロ
ナ
の
長
期
化
で
、
２
年
間
で
約
２
０
０

億
円
の
赤
字
と
な
り
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
２

５
０
円
ま
で
値
上
げ
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

国
か
ら
の
交
通
局
へ
の
支
援
は
約
25
億
円
で
少

な
す
ぎ
る
と
指
摘
。
今
年
度
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

で
運
行
回
数
が
減
り
、
住
民
か
ら
怒
り
の
声
が

出
て
い
る
と
告
発
し
ま
し
た
。
国
に
対
し
て
大

幅
な
財
政
支
援
及
び
独
立
採
算
の
撤
回
を
求
め

る
こ
と
が
必
要
と
主
張
し
ま
し
た
。
市
と
交
通

局
の
公
的
役
割
か
ら
、
路
線
・
ダ
イ
ヤ
の
縮
小
、

運
賃
値
上
げ
は
撤
回
す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

　
交
通
局
長
は
、「
市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
守
る

た
め
、
運
賃
改
定
を
見
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

水
道
・
下
水
道
の
広
域
化
を
批
判

　
府
の
広
域
化
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
、
メ

リ
ッ
ト
も
財
政
効
果
も
薄
い
と
指
摘
。
巨
大
な

広
域
化
に
よ
り
、
企
業
の
儲
け
優
先
の
民
営
化

が
懸
念
さ
れ
る
と
述
べ
、
広
域
化
の
中
止
、
国

の
財
源
確
保
を
要
求
す
る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

　
上
下
水
道
局
長
は
、「
広
域
化
は
水
需
要
の

減
少
や
老
朽
化
し
た
管
路
・
施
設
対
策
が
課
題

と
な
り
、
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
進
め
て
い

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

財
政
難
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
市
民
負
担
増
は
や
め
よ

「
民
間
保
育
園
等
補
助
金
」
削
減
の
撤
回
を

消
費
税
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
を

平井良人議員は、５月23日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。



1011

月市会 終了本会議 月市会 本会議討論5 56月 1日

　
く
ら
た
議
員
は
、
京
都
市
が
「
検
査
は
感
染
を
防

止
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
拒
否
し
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
感
染
の
早
期
発
見
と
感
染
拡
大
防
止
の
具

体
策
を
示
さ
な
い
も
の
と
指
摘
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め

に
は
有
用
と
し
な
が
ら
、
学
生
の
学
び
に
際
し
て
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
無
駄
と
い
う
二
枚
舌
は
や
め
る
べ
き

と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
他
党
議
員
か
ら
、「
無
料
検
査
を
受
け
た
ら
よ
い
」

と
の
主
張
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
ま
ん
え
ん
防
止

措
置
の
一
環
と
し
て
の
検
査
は
４
月
末
で
終
了
と
な

っ
て
お
り
、
学
生
が
ど
れ
だ
け
受
け
ら
れ
て
い
る
か

も
不
明
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
有
用
性
に
つ
い

て
、
検
体
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
５
個
あ
れ
ば
陽
性
と
判

定
さ
れ
、
輸
血
製
剤
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
や
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
な
ど
の
法
医
学
の
検
査
技
術
と
し
て
非
常
に
高

い
感
度
・
精
度
を
持
つ
も
の
と
述
べ
ま
し
た
。
大
学

で
誰
も
が
気
軽
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
感

染
の
有
無
を
定
期
的
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
感
染
拡
大
を
防
ぐ
う
え
で
理
に
か
な
っ
て
い
る

と
主
張
し
、
学
生
の
切
実
な
声
に
応
え
請
願
は
採
択

す
べ
き
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
河
合
議
員
は
、
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京
都
の
会
議

室
使
用
料
が
有
料
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
断
酒
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館

京
都
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て
き
た
方
た
ち
が
、
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
活
動
を
継
続
で
き
な
く

な
る
と
訴
え
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
有
料
化
提
案
に

あ
た
っ
て
、
会
議
室
を
利
用
さ
れ
て
い
る
登
録
団
体

に
直
接
説
明
も
せ
ず
、
使
用
料
有
料
化
に
よ
る
活
動

へ
の
影
響
な
ど
の
聞
き
取
り
す
ら
し
て
い
な
い
京
都

市
の
対
応
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
ま
た
、
有
料

化
後
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
活
動
が
継
続
で
き
る
保

障
が
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京
都
は
「
営
利
を
目
的
と
せ

ず
に
社
会
に
貢
献
す
る
市
民
の
自
発
的
な
活
動
を
支

援
す
る
拠
点
」
と
し
て
設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、

市
民
が
自
由
に
集
い
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
活
動
を
保

障
す
る
こ
と
が
京
都
市
の
使
命
で
あ
る
と
強
調
し
ま

し
た
。

学
生
へ
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
は

感
染
拡
大
防
止
に
有
効

 

く
ら
た
共
子
議
員
が
請
願
の
採
択
を
求
め
討
論

ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京
都
の

会
議
室
有
料
化
に
伴
う
制
度
不
備
の
是
正
を

 

河
合
よ
う
こ
議
員
が
請
願
の
採
択
を
求
め
討
論

請願・討論
5月 18日

　
山
本
議
員
は
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
に
対
す
る
補
正

３
億
３
２
０
０
万
円
は
、
令
和
５
年
４
月
開
始
予
定

の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
や
、
市

バ
ス
運
行
情
報
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
に
支
援
を
行

う
も
の
で
、
一
番
必
要
な
こ
と
は
、
２
年
で
２
０
０

億
円
の
赤
字
と
な
っ
た
交
通
局
へ
の
減
収
補
填
だ
と

指
摘
。
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
は
全
体
の
２
・
５
％
以

下
の
乗
車
に
対
す
る
も
の
で
、
多
く
の
市
民
に
と
っ

て
は
サ
ー
ビ
ス
後
退
に
な
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
球
技
場
等
運
動
施
設
に
つ
い
て
、
施
設
整
備
や
老

朽
化
改
修
は
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
１
億

２
６
０
０
万
円
は
、
市
民
の
多
額
の
寄
付
が
財
源
で

あ
り
、
公
共
施
設
の
整
備
改
修
は
市
の
責
任
と
い
う

の
が
大
原
則
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

し
た
地
域
公
共
交
通
の
推
進
事
業
１
億
１
４
０
０
万

円
は
、
民
間
公
共
交
通
事
業
者
対
象
だ
が
、
市
バ

ス
・
地
下
鉄
と
の
乗
り
継
ぎ
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
や
、

コ
ス
ト
面
で
踏
み
切
れ
な
い
た
め
、
支
援
は
８
社
中

２
社
に
と
ど
ま
り
、
減
収
補
填
と
な
る
直
接
支
援
こ

そ
必
要
と
訴
え
、
今
こ
そ
独
立
採
算
制
を
改
め
て
、

公
共
交
通
を
守
る
べ
き
、
と
述
べ
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
対
す
る
補
正
は
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
問

い
合
わ
せ
な
ど
へ
の
対
応
を
万
全
に
す
る
必
要
が
あ

り
、
丁
寧
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
の
補
正
に
つ
い
て
は
、
求
職
活
動

の
条
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
は
前
進
で
あ
り
、
歓
迎

す
る
と
し
た
う
え
で
、
制
度
の
は
ざ
ま
で
苦
し
む
市

民
が
生
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
生
活
困
窮
者
へ
直

接
給
付
す
る
制
度
が
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。

　
一
方
、
自
宅
療
養
者
及
び
施
設
内
療
養
者
に
対
す

る
医
療
提
供
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
施

設
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
が
発
生
し
、
入
院
で
き
ず
、

施
設
に
留
め
置
か
れ
た
ま
ま
必
要
な
医
療
が
受
け
ら

れ
ず
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
態
が
発
生
し
た

事
例
を
紹
介
。「
原
則
入
院
」
と
し
て
い
た
診
療
基

準
を
緩
和
し
、
必
ず
し
も
入
院
し
な
い
こ
と
を
前
提

と
し
た
対
策
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
必
要

に
応
じ
て
入
院
で
き
治
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
命

を
守
る
医
療
が
重
要
」
だ
と
強
調
。
職
員
体
制
を
強

化
し
各
行
政
区
単
位
に
保
健
所
機
能
を
再
構
築
し
地

域
医
療
連
携
の
要
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
す
る
必
要

が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
、
市
バ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、

地
下
鉄
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

 

山
本
陽
子
議
員
が
反
対
討
論

命
を
守
る
保
健
・
医
療
体
制
の
構
築
を

補
正
予
算
（
追
加
提
案
分
）
に
つ
い
て

 

く
ら
た
共
子
議
員
が
賛
成
討
論
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一
、
は
じ
め
に

　 

　
５
月
市
会
は
、
５
月
18
日
か
ら
15
日
間
の
審
議
期
間
で
開
催

し
、
６
月
１
日
終
了
し
ま
し
た
。

　 

　
知
事
選
挙
後
初
と
な
っ
た
５
月
市
会
は
、
く
ら
し
や
生
業
を

守
る
行
政
の
役
割
が
問
わ
れ
る
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
党
議
員

団
は
５
月
市
会
に
先
立
ち
「
物
価
の
高
騰
か
ら
暮
ら
し
と
営
業

を
守
る
対
策
強
化
を
求
め
る
緊
急
申
し
入
れ
」
を
行
い
、
自
治

体
の
独
自
措
置
の
実
施
等
補
正
予
算
の
編
成
を
は
じ
め
、
対
策

を
講
じ
る
よ
う
市
長
に
要
望
し
ま
し
た
。

一
、
市
長
提
出
議
案
に
つ
い
て

　 

　
今
市
会
に
は
、
市
長
か
ら
２
０
２
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
₃5
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
当
初
提
案

の
補
正
予
算
３
件
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
ヘ
ル
ス
ピ
ア
21
）

を
廃
止
す
る
条
例
、
監
査
委
員
の
選
任
（
市
会
選
出
）、
副
市

長
の
選
任
等
７
件
に
つ
い
て
反
対
し
、
そ
の
他
の
議
案
28
件
に

賛
成
し
ま
し
た
。
西
陵
中
学
校
区
小
中
一
貫
校
施
設
整
備
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て
は
、
仮
契
約
を
済
ま
せ
た
校
舎
解
体
業
者

が
脱
税
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
全
会
一
致
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

 〈
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
ヘ
ル
ス
ピ
ア
21
）
を
廃
止
す
る
条
例

に
つ
い
て
〉

　 

　
ヘ
ル
ス
ピ
ア
21
を
廃
止
す
る
条
例
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
か
ら
は
存
続
を
求
め
る
請
願
署
名
が
３
２
３
３
筆
、

市
長
宛
の
署
名
が
１
７
０
０
筆
、
合
計
約
４
９
０
０
筆
が
短
期

間
に
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　 

　
党
議
員
団
は
継
続
審
査
を
求
め
る
動
議
を
提
出
。
市
会
と
し

て
議
論
を
尽
く
す
よ
う
他
党
・
議
員
に
求
め
ま
し
た
が
、
他

党
・
議
員
は
動
議
に
反
対
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
委
員
会
審

議
・
本
会
議
討
論
を
通
し
て
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
「
廃
止
提

案
」
に
反
対
し
ま
し
た
。
①
「
財
政
の
効
率
性
」
を
口
実
と
し

て
自
治
体
の
役
割
を
放
棄
し
て
い
る
こ
と
、
②
当
局
が
示
し
た

16
億
円
の
改
修
費
用
（
1₀
年
間
）
は
ヘ
ル
ス
ピ
ア
と
は
別
の
部

分
も
含
ま
れ
て
お
り
過
大
見
積
も
り
で
あ
る
こ
と
、
③
代
替
施

設
の
担
保
が
な
い
中
で
の
公
の
施
設
を
廃
止
し
よ
う
と
い
う
極

め
て
無
責
任
な
提
案
で
あ
る
こ
と
、
④
指
定
管
理
者
の
労
働
者

雇
用
に
お
け
る
市
長
の
使
用
者
責
任
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。
廃
止
方
針
発
表
後
２
カ
月
に

も
満
た
な
い
議
案
提
案
を
行
っ
た
市
長
の
姿
勢
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
の
唯
一
無
二
の
健
康
増
進
施
設
を
廃
止
す
る
提
案
に
賛
成

し
た
、
党
議
員
団
以
外
の
党
・
議
員
の
責
任
は
極
め
て
重
大
で

す
。

　
〈
一
般
会
計
補
正
予
算
等
に
つ
い
て
〉

　 

　
今
市
会
に
は
、
５
月
市
会
当
初
に
提
案
さ
れ
た
２
０
２
２
年

度
一
般
会
計
・
自
動
車
運
送
事
業
特
別
会
計
・
高
速
鉄
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
加
え
て
、
追
加
で
一
般
会
計
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　 

　
党
議
員
団
は
、
当
初
提
案
補
正
予
算
３
件
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
は
必
要
な
も
の
の
、
市
バ

ス
・
地
下
鉄
事
業
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
乗
り
継
ぎ

割
引
の
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等
を
は
か
る
も
の
に
つ
い

５
月
市
会
を
終
え
て

２
０
２
２
年
６
月
３
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

団
長　

井
坂　

博
文

声
明

●
行
財
政
局

• 

京
都
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

• 

市
民
税
の
所
得
割
の
税
率
に
つ
い
て

• 

市
長
退
職
金
に
つ
い
て
、
20
政
令
指
定
都
市
の

内
、
任
期
毎
で
は
な
く
通
算
で
支
給
し
て
い
る

の
は
京
都
市
の
み
。
通
算
で
受
け
取
る
こ
と
に

よ
り
、
現
市
長
の
退
職
金
手
取
額
は
、
１
３
６

０
万
円
増
え
る
こ
と
を
指
摘
。

※ 

自
民
党
議
員
が
危
機
管
理
室
に
対
し
、「
京
都

市
に
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
き
た
時
の
対
応
は

ど
う
か
」な
ど
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
乗
じ

て
、
危
機
を
煽
る
質
疑
を
行
っ
た
。

●
総
合
企
画
局

• 

北
陸
新
幹
線
延
伸
に
係
る
影
響
に
つ
い
て

　

 　
市
長
記
者
会
見（
４
／
14
）で「
地
下
水
へ
の

影
響
を
懸
念
」と
表
明
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

京
都
市
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を

行
っ
て
い
る
の
か
を
質
し
た
が
、「
鉄
道
・
運

輸
機
構
に
意
見
を
述
べ
て
い
る
」と
の
従
来
通

り
の
答
弁
に
終
始
。
京
都
市
と
し
て
の
主
体
的

な
調
査
、
検
証
を
行
う
姿
勢
も
な
い
無
責
任
な

態
度
を
厳
し
く
批
判
し
た
。

文
化
環
境
委
員
会

（
2
0
2
2
年
5
月
25
日
）

●
文
化
市
民
局

• 

京
都
市
体
育
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
の

応
募
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
公

の
施
設
の
運
営
・
維
持
・
改
修
は
、
市
の
責
任

で
行
う
よ
う
検
討
す
べ
き
」と
質
し
た
。

• 

請
願「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
速

や
か
な
批
准
の
要
請
」
／
継
続
審
査
。
早
期
に

批
准
す
べ
き
と
主
張
。

• 

路
上
喫
煙
の
過
料
の
な
い
場
所
で
の
指
導
を
要

求
し
た
。

●
環
境
政
策
局

• 

環
境
学
習
に
横
大
路
学
園
で
の
分
別
作
業
の
ご

苦
労
を
加
え
る
よ
う
求
め
、
空
き
缶
に
タ
バ
コ

を
入
れ
な
い
な
ど
、
分
別
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、

マ
ン
ガ
を
活
用
し
て
周
知
す
る
よ
う
要
求
し
た
。

教
育
福
祉
委
員
会

（
2
0
2
2
年
5
月
25
日
）

●
保
健
福
祉
局

• 

京
都
市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
／
短
期
間
で
多
く
の
署

名
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
廃
止
な
ど
認
め
ら
れ

な
い
。
２
年
前
に
プ
ー
ル
天
井
の
改
修
も
行
わ

れ
て
い
る
。
存
続
す
べ
き
と
求
め
た
。

• 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

• 
請
願「
生
活
保
護
世
帯
等
に
対
す
る
現
金
給
付

の
実
施
」
／
審
議
の
結
果
、
不
採
択

• 
請
願「
ヘ
ル
ス
ピ
ア
21
の
廃
止
方
針
の
撤
回
」等

／
審
議
の
結
果
、
留
保

• 

陳
情「
敬
老
乗
車
証
条
例
の
一
部
改
正
条
例
の

実
施
延
期
に
よ
る
幅
広
い
議
論
の
実
施
」等

●
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局

• 

京
都
市
児
童
館
及
び
学
童
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

• 

保
育
所
等
及
び
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
に
お
け
る
利

用
児
童
等
の
状
況
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
会

• 

京
都
市
立
小
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

• 

西
陵
中
学
校
区
小
中
一
貫
教
育
校
施
設
整
備
工

事（
京
都
市
立
福
西
小
学
校
南
校
舎
棟
等
解
体

撤
去
工
事
）請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

• 

新
普
通
科
系
高
等
学
校
施
設
新
築
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て
等

• 

一
般
質
問（
関
連
）「
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
」

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
2
0
2
2
年
5
月
26
日
）

●
建
設
局

• 

付
託
議
案
審
査
指
導
認
定
・
廃
止
２
件

• 

令
和
３
年
度
包
括
外
部
監
査
の
結
果
と
そ
の
対

応
に
つ
い
て
、
北
泉
橋
架
橋
に
つ
い
て
の
見
積

の
問
題
点
、
今
後
の
改
善
に
つ
い
て
質
し
た
。

• 

生
活
道
路
の
修
繕
に
係
わ
り
、
舗
装
長
寿
命
化

修
繕
計
画
と
自
己
保
存
型
の
補
修
の
現
状
を
質

し
、
安
全
安
心
確
保
、
強
い
住
民
要
望
の
生
活

道
路
の
改
善
の
た
め
の
予
算
確
保
を
求
め
た
。

●
都
市
計
画
局

• 

請
願「
葬
儀
場
建
設
の
指
導（
太
秦
）」は
話
し
合

い
継
続
の
た
め
留
保

• 

陳
情
：
北
山
エ
リ
ア
整
備
基
本
計
画
の
見
直
し

等
に
つ
い
て（
２
件
）住
環
境
の
悪
化
、
植
物

園
、
府
立
大
学
の
環
境
悪
化
を
懸
念
し
た
陳

情
。
副
市
長
は
違
法
で
は
な
い
と
い
っ
た
が

「
良
好
な
居
住
の
環
境
を
害
す
る
恐
れ
が
な
い

…
」と
い
う
の
で
あ
れ
ば
そ
の
根
拠
を
と
求
め

る
も
応
え
ら
れ
ず
、
府
の
対
応
任
せ
の
答
弁
に

終
始
し
た
。

• 

補
正
予
算
案
に
係
わ
る
臨
時
交
付
金
活
用
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
補
助
制
度
の
応
募
経
過
等
を
質

し
、
い
ま
交
通
事
業
者
の
厳
し
い
実
情
に
か
み

合
っ
た
優
先
順
位
と
施
策
を
求
め
た
。

• 

土
砂
条
例
と
北
区
鷹
峯
の
埋
め
立
て
地
に
つ
い

て
、
土
砂
条
例
に
実
質
を
伴
っ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
つ
く
る
必
要
を
求
め
、
鷹
峯
の
埋
め
立
て

地
の
住
民
不
安
に
応
え
、
現
場
を
し
っ
か
り
見

て
、
業
者
へ
の
強
い
指
導
を
求
め
た
。

産
業
交
通
水
道
委
員
会

（
2
0
2
2
年
5
月
26
日
）

●
産
業
観
光
局

• 
民
間
事
業
者
等
と
の
連
携
に
よ
る「
京
北
森
林

公
園
」「
森
林
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」の
活
性
化

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
質
疑
し
た
。

• 

物
価
高
騰
に
よ
る
中
小
企
業
へ
の
影
響
に
つ
い

て
質
疑
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
を
外
国
に
頼

る
こ
と
が
い
か
に
危
う
い
こ
と
か
を
指
摘
し
、

最
も
簡
素
で
効
果
的
な
消
費
喚
起
策
で
あ
る
消

費
税
の
減
税
を
国
に
迫
る
よ
う
求
め
た
。

• 

向
島
に
お
け
る
農
地
転
用
と
京
都
市
の
農
業
政

策
に
つ
い
て
質
疑
し
た
。

●
上
下
水
道
局

• 

疏
水
と
水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い
て
質
疑
し
た
。

総
務
消
防
委
員
会

（
2
0
2
2
年
5
月
25
日
）

常任委員会トピックス
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団長　井坂 博文

幹事長　加藤 あい

北　区

伏見区左京区 副団長　西野 さち子

　代表質問で保健所を１か所にしたことと職員を
3800人も減らしたことが、市民生活に与えた影響の
調査を求めました。保健所への応援職員の異常な残業
時間が続き、区役所の業務に影響が出ていることを示
し、市民サービスを保障するためにもこれまでの方針
を見直すべきと求めましたが、市長は「市民生活に大
きな影響はない」と答弁しました。また、北陸新幹線
の残土問題や植物園を中心とした北山エリア整備計画
の中止を求めました。

　５月市会に提案された小中一貫教育校施設整備工事
の仮契約業者が、脱税疑惑で国税局から京都地検に告
発されたことが判明。京都市は「仮契約の解除や議案
の取り下げは賠償請求されるリスクがたかい」と全く
の弱腰。だけど、告発から逮捕、起訴される可能性は
否定できません。リスクを言うのならば、その時に市
民批判を受けることこそがリスクではないでしょうか。
最終本会議で全会派一致で議案は否決され、契約解除
になりました。二元代表制の一翼である議会の面目躍
如です。

　今市会では金融所得課税の検討を求める意見書が可
決しました（維新・京都は反対）。高所得者層は株な
ど金融所得の割合が高いことで、所得税の負担率が下
がるという、逆転現象について、与党税制改正大綱で

「税の公平性を確保する観点から検討」と指摘されて
いることにふれ、検討を求めるものです。「１億円の
壁」（所得一億円以上は所得税の負担率が下がる）と
言われる不公平な税制を変えることは政治の責任です。

「疑わしくは契約せず」が
当たり前では!?

保健所削減・職員削減の失敗を
認め方針転換をすべき富裕層に課税強化を

1818　　人の
市会議員から一言

団　長　井坂　博文
副団長　西野さち子
幹事長　加藤　あい

て
、
こ
れ
ま
で
す
べ
て
の
人
が
利
用
で
き
た
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ

ー
ド
を
廃
止
し
、
一
日
乗
車
券
を
値
上
げ
し
た
一
方
で
、
こ
れ

に
代
わ
る
乗
り
継
ぎ
割
引
は
高
頻
度
利
用
者
に
限
定
さ
れ
、
多

く
の
市
民
に
と
っ
て
サ
ー
ビ
ス
後
退
と
な
る
こ
と
や
、
民
間
交

通
事
業
者
へ
の
支
援
も
８
社
中
す
で
に
ポ
イ
ン
ト
制
と
連
動
し

て
い
る
２
社
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
業
者
へ

の
支
援
は
減
収
補
て
ん
で
あ
る
べ
き
と
指
摘
し
、
反
対
し
ま
し

た
。
追
加
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

金
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の
補
正
は
必
要
な
も

の
で
あ
り
、
賛
成
。
自
宅
療
養
者
及
び
施
設
内
療
養
者
に
対
す

る
医
療
提
供
体
制
の
強
化
に
関
す
る
補
正
に
つ
い
て
は
、
感
染

症
専
用
病
床
及
び
一
般
病
床
の
拡
大
・
確
保
や
医
師
や
看
護
師

な
ど
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
拡
充
対
策
が
な
い
こ
と
は
問
題
が
あ
る

こ
と
、
取
り
分
け
高
齢
者
・
障
害
者
施
設
に
お
け
る
入
院
原
則

の
緩
和
は
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。

一
、
意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

　 

　「
金
融
所
得
課
税
の
検
討
を
求
め
る
」
意
見
書
を
党
議
員
団

と
自
民
、
公
明
、
民
主
、
立
民
、
無
所
属
二
名
の
提
案
で
可
決

し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
高
額
所
得
者
の
課
税
強
化
を
求
め
る

立
場
か
ら
共
同
提
案
。
京
都
党
・
維
新
・
無
所
属
１
名
は
反
対

し
ま
し
た
。「
学
校
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
更
な
る
推
進
を
求
め

る
」
意
見
書
は
全
会
一
致
で
可
決
。「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
に
向
け
て
の
」
意
見
書
は
党
議
員
団
以
外
の

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
提
案
の
「
₇5
歳
以
上
の

高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
２
割
負
担
の
撤
回
を
求
め
る
」
意
見
書

は
、
党
議
員
団
以
外
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で
、

「
高
齢
者
の
命
を
守
る
政
治
決
断
こ
そ
求
め
ら
れ
て
お
り
、
軍

事
費
11
兆
円
の
対
米
公
約
を
果
た
す
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
命
を

守
る
社
会
保
障
こ
そ
優
先
す
べ
き
」
と
討
論
し
ま
し
た
。

一
、
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

　 

　「
ヘ
ル
ス
ピ
ア
21
の
廃
止
方
針
の
撤
回
」「
女
性
差
別
撤
廃
条

約
選
択
議
定
書
の
速
や
か
な
批
准
の
要
請
」「
生
活
保
護
世
帯

等
に
対
す
る
現
金
給
付
の
実
施
」
な
ど
請
願
６
件
、「
敬
老
乗

車
証
条
例
の
一
部
改
正
の
実
施
中
止
」「
北
山
エ
リ
ア
整
備
基

本
計
画
の
見
直
し
」「
保
育
補
助
金
カ
ッ
ト
反
対
」
な
ど
陳
情

４
２
５
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　 

　
請
願
３
件
が
、
党
議
員
団
以
外
の
反
対
に
よ
り
不
採
択
と
さ

れ
、
採
択
を
求
め
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。「
ひ
と
ま
ち
交
流
館

京
都
の
会
議
室
有
料
化
に
伴
う
制
度
不
備
の
是
正
」
に
つ
い
て

は
、
市
当
局
が
有
料
化
の
影
響
に
つ
い
て
登
録
団
体
へ
の
聞
取

り
も
行
わ
ず
、
活
動
保
障
の
担
保
も
な
い
こ
と
が
委
員
会
質
疑

で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
市
会
は
市
民
の
願
い
を
受
け
止
め

る
べ
き
と
述
べ
ま
し
た
。「
学
生
へ
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
実
施
」
に
つ
い
て
は
、「
心
配
な
ら
無
料
検
査
を
受
け
た
ら

よ
い
」
等
と
実
態
を
見
ず
、
学
生
の
願
い
に
真
摯
に
向
き
合
お

う
と
し
な
い
他
党
の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

一
、
最
後
に

　 

　
ロ
シ
ア
が
国
連
憲
章
に
違
反
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を

進
め
、
市
民
を
も
虐
殺
し
続
け
て
い
る
現
状
に
、
世
界
か
ら
非

難
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
は
今
す
ぐ
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
撤
退
す
べ
き
で
す
。
一
方
、
こ
の
事
態
に
乗
じ
て
自
民
党

か
ら
「
軍
事
費
２
倍
」「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」「
憲
法

９
条
の
改
定
」、
加
え
て
維
新
か
ら
は
「
核
兵
器
の
所
有
」
や

「
専
守
防
衛
の
見
直
し
」
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
張
を
高
め

戦
争
の
種
を
ま
く
軍
事
対
軍
事
に
活
路
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
前

に
迫
っ
た
参
議
院
選
挙
で
改
憲
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
平
和
憲
法

９
条
を
生
か
し
た
外
交
に
道
を
ひ
ら
く
た
め
、
党
議
員
団
は
全

力
で
頑
張
り
ま
す
。
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18人の市会議員から一言

井上 けんじ 南　区 赤阪　 仁 伏見区

かまの 敏徳 下京区河合 ようこ 西京区

　市健康増進センター「ヘルスピア」廃止条例案に反
対する市民の皆さんの運動が広がり、団も連携、全力
で廃止反対を貫きました。本会議討論もしましたが、
我党以外は全会派が廃止に賛成。
　委員会では、株取引所得の市民税率を現行４％から
一般所得と同様の８％にすれば、少なくとも32億円
の増収になるとの答弁を得ました。その為の国への運
動の強化を呼びかけ、議会でも「金融所得課税の検討
を求める意見書」の可決が実現しました。

　前号も同じテーマで書きました。京都市は、またも公
の役割を投げ捨て。ヘルスピア21の廃止提案は、利用
者にとって寝耳に水。おまけに当局の廃止理由は、廃
止ありきの後付けとしか思えない。市内で唯一無二のヘ
ルスピア21。現地を視察した時、「ここにしか来れない
方があります」（職員さん）や「施設つぶさんといてや」

（利用者）の声を直接聞きました。市は、廃止の決定
を利用者に説明し声をきく等と言いますが、本末転倒。
住民福祉の増進の立場なら廃止などできないはずです。

　「憲法９条で外国からの侵略戦争から、国民の命を
守ることができるか？」と、日本への侵略戦争の危機
をあおる論戦が、自・公・維・国の議員によって行わ
れている。中国・満州への侵略戦争とシベリア抑留体
験のある義父が、99歳の年に「戦争で亡くなった沢
山の若者が、どれだけ生きたかったやろな」「戦争は
殺される前に、相手を殺す」「戦争だけは絶対やった
らあかん」と語っていた。ロシアの侵略戦争の現状は、

「戦争は始まったら止めることは困難」。「日本は平和主
義で戦争しない」と全世界に宣言した憲法９条が戦後
75年以上、「戦争を始めていない」事実は重いものだ。

　補正審議予算では、物価高騰の下での市民生活の実
態についての認識を問い、当局は「依然として厳しい
状況にある」と述べました。ならば、「現状では予算
規模・内容ともきわめて不十分」「６月特別市会での
補正予算第２弾では、市民の暮らしを丸ごと応援する
規模と内容を備えたものにすべき」と強く求めました。
　公の役割を後退させ、今年度だけでも市民負担増
26億円、民間保育園等への補助金カット27億円を強
行する「京都市行財改革計画」に対して、今後とも真
正面から立ち向かいます。

運営費と使用料の差額は「他の市民の税金で負担
しているだけ」―市長のヘルスピア廃止理由

日本を戦争に導く危険な政治に
平和の審判を下そう

市民のくらしを丸ごと応援するに
ふさわしい予算の充実を

『公の仕事』は住民福祉の
増進 ～ part ２～

くらた 共子 上京区鈴木 とよこ 山科区

玉本 なるみ 北　区とがし 豊 左京区

　今年度は産業交通水道委員になり、さっそく交通局
に対して、原谷の皆さんが「バスの便数を増やしてほ
しい」と要望に来られた後、すぐに、16時台の市バス
２便を１便に減らしたことに対して、厳しく追及しまし
た。コロナウイルス感染拡大の影響で、収益が減るの
は仕方ないことです。バスの便数を減らしたり、バス
料金の値上げは言語道断です。喜ばれていたトラフィ
カカードは廃止し、市バス１日乗車券も700円まで値
上げしました。国や京都市が交通局に対して支援して、
市民の移動する権利を守るべきです。

　ヘルスピア21（京都市健康増進センター）は、市
民にとって民間企業では担えない医療と密接な連携の
もとに子どもから高齢者まで、手術後の方、障害のあ
る方、介助を必要とする方も安価に利用できる、かけ
がえのない施設です。市長は存続を願う市民の声を受
け止めるべきです。コロナ感染症に係り高齢者施設な
どへの医療提供を強化する補正予算について、抜本的
な医療・検査体制の拡充、保健所機能の再構築の必要
性を訴えました。

　もう情けない。南区にある京都市健康増進センター
（ヘルスピア21）を廃止する条例が出された。あまり
にも拙速な提案だ。視察・懇談、存続を願う市民の
5000筆の署名（いっきに集まった）、請願者の声から、

「京都市は素晴らしい公共の力を発揮してきた」こと
がわかった。ところが、お金がかかる、同じ施設が周
辺にあるというお粗末な理由で廃止すると言う。しか
も、そうだ！そうだ！と他党は賛成。地方自治体の
公共の役割は放棄された。根本には国の言いなりが。
変えないといけない。

　地域訪問の中で「子どもを大学にやって高い学費を
払い終わったと思ったら、親の介護。入所できる施設
が見つからず世話をするため介護離職。そんな私たち
には支援ゼロ。介護問題で苦しんでいる人はたくさん
いる」というお声を聴きました。国が教育や福祉にか
かわる予算を抑え込み、富裕層優遇・軍事費増額に突
き進む中で起こっている事態です。京都でも全国でも
不足する介護施設とその支え手を確保するケアに手厚
い社会実現へ頑張ります。

公共の役割は投げ捨てますと京都市
「そうしよう」と共産党以外の党派のみなさん

介護離職された方の悲鳴
～ケアに手厚い社会へ転換を

いのち守る市政を
追求して

市民の移動する権利を
守ろう！
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18人の市会議員から一言

ひぐち 英明 左京区平井 良人 中京区

森田 ゆみ子 南 区 ほり 信子 右京区

　ヘルスピア廃止の議案が出され、市民から存続を求
める署名が短期間に5000筆近く寄せられました。医
療と健康福祉を目的として高齢者、妊婦や障害を持つ
方も安心して利用され、他とは比べられない施設だ
と市民の切実な訴えがありましたが、共産党以外すべ
ての議員がヘルスピア廃止に賛成し、議決されました。
しかし建物はなくなるわけでは無く、１階部分は区の
施設として今後も活用することになっています。存続
の望みを捨てずこれからも頑張ります。

　３月に廃止方針が出され、４月には、廃止撤回を求
める請願の審議を始めたところでした。にもかかわら
ず、５月市会で京都市健康増進センター廃止の条例案
が示されました。あまりにも拙速です。効率性が優先
され、自治体本来の役割が頓挫していく。公的施設を
民間の儲けの場にしていくことは、自治体本来の役割
を放棄するに等しいものです。断固認めるわけにはい
きません。住民の福祉の増進のために諦めず取り組ん
でいきます。

　５月市会では代表質問に立ち、党を代表して質問し
ました。健康増進センター・ヘルスピア21の廃止を
含め、これまで一定、京都市が独自に取り組んできた
もの、市民から喜ばれてきたものを「行財政改革計
画」の名で廃止、値上げ、変質させるものです。交通
局が行ってきた乗り継ぎ割引も月3600円以上使う人
でないと適用できないものにしようとしています。市
民の足を守れ、市民の生活を守れという声を、みなさ
んと一緒に引き続きあげます。

　総務消防委員会で自民党議員が「京都市にミサイル
が飛んできた時の対応はどうか」と質問。理事者が

「コンクリートの建物や地下鉄などを緊急一時避難施
設に指定する」と答弁。質問した議員は「大いに進め
てほしい」と応じていました。
　しかし、ミサイルに対してコンクリートの建物では命
は守れません。自民議員は「ミサイルが飛んでくる可
能性がある」と危機を煽りたかったのでしょうが、市
民の命を守るには、そういう状況をつくらないための
平和外交こそ必要であることが浮き彫りになりました。

自治体の役割を
放棄するな

平和外交こそが
市民の命を守る

京都市健康増進センターの
廃止は許せない！

来年の４月から
ヘルスピア廃止が議決!!

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

　国の臨時交付金はコロナ禍や燃料費高騰の影響に対
する支援ではなかったか。臨時交付金を財源とした京
都市交通局を初めとする公共交通事業者への支援４億
4600万円は、ポイント還元やデータ活用のために使
うというが、政策の優先順位を誤っている。優先すべ
きは減便や路線廃止をよぎなくされる民間事業者の経
営難への支援と、利用者に対しては料金値上げの撤回
だ。乗継割引のポイント還元の恩恵があるのは全体乗
車の2.5％以下。税金の使い方の切迫感なさすぎだ。

　「異次元の金融緩和」による円安が物価高騰を引き
起こし、「食用油も玉ねぎも、キャベツは２～３倍に」

（飲食店）「アメリカから輸入のスケトウダラのすり身
が1.7倍に、更に10月にも値上げになる。商売続けら
れない」（かまぼこ会社）「肥料も上がり、温室の燃料
代が重い負担」（花屋）等々悲鳴が渦巻いています。
　食料もエネルギーも海外頼みから自給へ。今こそ
89（６月16日時点）の国と地域で実施している最も
簡素で公平な消費喚起の消費税減税を！

　宝が池と下鳥羽の球技場改修は市民の方の寄付で行
われることに。京都市美術館のネーミングライツと違
い、寄付者が対価も見返りも求めていないことは重要
です。一方、質疑の中で、改修費用＝寄付総額15.4
億円は「京都市側が提案した額」だったことも分かり
ました。ならば、市民の健康増進のための公共施設ヘ
ルスピア21の改修費用16億円についても何らかの努
力ができたのでは？　球技場も市民が日常的に使う施
設もどちらも大切。公の責任が問われています！

物価高騰、
今こそ消費税減税を！

すべての市民が
利用しやすい公共交通へ

公共施設の改修・維持管理は
国や自治体の責任で

【申し入れ】   物価の高騰から暮らしと
営業を守る対策強化を！
（2022/5/6）

【申し入れ】   物価の高騰から暮らしと
営業を守る対策強化を！
（2022/5/2）

【声　　明】   ２月市会を終えて
（2022/3/28）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。
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